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こうなん町
夢とふれあい

　スポーツシーズンの到来を迎えた9月22日（土）、保育所で親子

運動会が行われました。当日は、天候に恵まれ、子どもたちは

おとうさんやおかあさんの見守るなか元気一杯に、かけたり、

おゆうぎしたりと一日がんばりました。写真は三歳児によるミそ

れゆけアンパンマンヤです。

今月の特集・平成元年度決算特集

編集発行

発行人

平成2年10月1日　江南町役場（費0485－36－1521）

江南町長　柴田忠雄
きじまるくん
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平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
が
第
三
回
定
例
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
家
庭
で
も
家
計
簿
で
家
計
を
管
理
す
る
よ
う
に
、
町
の
台
所
も
入
っ
て
く
る

お
金
、
使
っ
た
お
金
を
正
確
に
管
理
し
、
そ
の
結
果
を
決
算
と
し
て
報
告
し
ま

す
。　

町
に
は
ど
ん
な
お
金
が
入
り
、
そ
の
お
金
を
も
と
に
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
使
つ

て
い
る
の
か
、
町
の
財
政
を
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　之　　　　　　　、
　　　　　ζ

蝿

1旧1’『1川1醐川1’1『11膠川Ill川1”llIIll脚川”II髄

そ

／乙そ
他呈」

繍
鐵
入

　
　
・
。
　
収

　
　
轍
騨
諸

町

購町

般譲

続の

襲

・＝・灘…・

依
存
財
諏
－

源

地
㌦
鍵

税
金
金
金
金

　
平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
が
、
三
二
億
八
五

七
七
万
八
六
三
三
円
、
歳
出
は
、

三
〇
億
二
一
一
九
万
八
八
六
円
で

前
年
度
（
昭
和
六
十
三
年
度
）
に

比
べ
、
歳
入
歳
出
と
も
に
二
・
三

％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
一
一
％
、
歳
出
で
一
二

％
の
増
加
で
あ
っ
た
前
年
度
の
増

加
率
を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
に
町
に
入
っ
た
お

金
は
、
三
二
億
八
五
七
七
万
八
六

三
三
円
で
前
年
度
に
比
べ
て
、
七

七
二
九
万
二
七
九
一
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
税
金
な
ど
の
一
般
財

源
と
、
国
や
県
か
ら
の
支
出
金
な

と
の
依
存
財
源
と
そ
の
他
の
財
源

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

一
般
財
源
と
特
定
財
源
な
ど
の
依

存
財
源
の
比
率
は
上
の
円
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
区
分
の
構
成
比
を
み
る
と
、

一
番
割
合
の
高
い
の
は
町
税
の
一

四
億
二
七
四
四
万
八
六
三
九
円
で

全
体
の
四
三
・
五
％
を
占
め
、
前

年
度
に
比
べ
二
・
九
％
の
増
加
と

な
っ
噸
実
町
税
は
六
つ
の

税
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
元
年
度
は
町
民
税
と
固
定
資
産

税
が
同
じ
よ
う
な
割
合
で
全
体
の

九
〇
％
近
く
を
占
め
、
特
に
固
定

資
産
税
は
一
四
・
四
％
と
順
調
な

伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
構
成
比
が
高
い
の
は
地
方

交
付
税
の
六
億
六
一
一
八
万
七
千

円
で
、
こ
ち
ら
は
町
税
の
増
加
に

比
べ
一
一
・
九
％
と
大
き
な
増
加

を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
で
は

県
か
ら
の
支
出
金
が
五
八
・
八
％

と
大
幅
に
増
加
し
、
四
億
五
六
〇

三
万
三
〇
九
五
円
と
第
三
位
を
占

め
ま
し
た
。
中
で
も
増
加
し
て
い

る
の
は
普
通
建
設
事
業
費
で
一
〇

八
・
九
％
の
増
、
こ
れ
は
農
業
集

落
排
水
事
業
補
助
金
の
増
で
す
。
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決算報告平成元年度

6，939，170円

88，826，882円

27，031，440円

費
　
　
費

工
　
会

商
　
議

消防費
159，964，527円

216，349，460円

292，537，895円

297，877，352円

314，923，361円

349，884，000円

414，300，376円

公債費

民生費

土木費

衛生費

教育費
諸支出金

総務費
752，556，423円農林水産業費

　
平
成
元
年
度
に
町
で
使
わ
れ
た

お
金
は
、
三
〇
億
二
一
一
九
万
八

八
六
円
で
前
年
度
に
比
べ
て
、
七

二
六
〇
万
七
二
三
三
円
、
二
・
三

％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
そ
の
目
的
別
に
ご
二
の

科
目
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
全
体
の
二
四
・
九
％
を
占
め
る

農
林
水
産
業
費
は
、
七
億
五
二
五

五
万
六
四
二
三
円
で
五
六
・
○
％

と
い
う
大
幅
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
主
に
農
業
集
落
排

水
の
事
業
費
の
増
加
に
伴
う
も
の

で
、
他
に
は
農
業
関
係
施
設
の
改

修
費
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
多
く
使
わ
れ
た
の
は
総
務

費
で
、
四
億
一
四
三
〇
万
三
七
六

円
、
三
二
・
五
％
の
増
加
と
な
り

　
　
1
1
　
κ
肖

　
　
　
　
瞬
ド
・

　
一
　
　
　
　
　
　
亡

ま
し
た
。
総
務
費
が
増
加
し
た
主

な
要
因
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
費
の
増
加
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
他
に
は
防
災
対
策
事
業
費
や

交
通
安
全
対
策
事
業
な
ど
の
費
用

の
増
加
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
の
科
目
で
は
、
教
育
費

や
保
健
、
環
境
整
備
な
ど
の
衛
生

費
と
い
っ
た
も
の
の
割
合
が
高
く

増
加
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
さ
い
た
ま
博
の
事

業
費
が
減
じ
た
た
め
の
商
工
費
の

減
少
や
、
基
金
費
の
減
少
に
よ
り

諸
支
出
金
が
五
八
・
五
％
と
い
う

大
幅
な
減
少
を
し
め
し
、
全
体
と

し
て
は
、
二
二
二
％
の
減
少
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町民1人おたし／の

　一ロデー一9

123，631円

55，656円

55，474円

　　998円

　4，257円

　6，147円

　1，099円

o納めたお金

町　民　税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
特別土地保有税

旧法による税

261，666円

　7，693円

35，883円

18，738円

25，799円

65，179円

　　601円

25，337円

11，002円

27，276円

13，855円

30，303円

　
費
費
費
費

金お
た
会
務
生
生

れわ
使
議
総
民
衛

○

費
費
費
費
費
費
金

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

産
　
工
木
防
育
債

水
　
　
　
　
　
支

林
農
商
土
消
教
公
諸

79，675円

43，189円

5，899円

30，587円

o普通建設事業費

国庫補助事業費

県補助事業費

単独事業費

づ
、　『

、∫マ

ρ
5
ロ

応
，
■
甲

5，898円

　　904円

　　789円

3，898円

　　307円

○扶助費
社会福祉費
老人福祉費
児童福祉費
教　育　費

※上の数字は平成2年3月31日

　現在の人口（11，546人）で単

　純計算したものです。
ゆr◎卜噌』　響　曽　　r
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乙
ん
な
と
乙
ろ
に
使
わ
れ
7
い
ま
ず

町
の
お
金
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
主
な
事
業
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
廃
棄
物
処
理
、
土
地
区
画
整
理

－
事
業
へ
の
補
助
、
道
路
整
備
、
防

　
犯
・
防
災
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

　
ま
し
た
。

　
　
さ
ら
に
、
交
通
安
全
施
設
の
整

　
備
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も

　
に
、
併
せ
て
交
通
事
故
防
止
及
び

　
交
通
道
徳
の
高
揚
を
図
る
べ
く
交

　
通
安
全
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
し

　
た
。

盤擦麹愚纏昼発衛

出
産
費
支
給
、
各
種
健
康
診
査
な

ど
の
事
業
を
、
障
害
者
福
祉
対
策

と
し
て
、
社
会
参
加
・
自
立
の
促

進
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

環
境
保
全
対
策

　
水
質
調
査
、
公
害
防
止
の
指
導

集
落
排
水
整
備
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

興
対
策
と
し
て
商
工
会
助
成
事
業

観
光
協
会
補
助
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
勤
労
者
福
祉
対

策
と
し
て
、
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
管
理
・
運
営
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

教
育
対
策

社
会
福
祉
対
策

　
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
、
敬
老

会
開
催
、
敬
老
の
日
記
念
品
支
給
、

老
齢
年
金
支
給
、
在
宅
福
祉
対
策
、

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
な
ど
の
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
児
童
・
母
子
（
父
子
）
対
策
と

し
て
、
保
育
所
の
管
理
・
運
営
、

　
農
業
振
興
対
策
と
し
て
、
水
田

農
業
確
立
対
策
、
集
団
的
土
地
利

用
方
式
導
入
促
進
、
農
業
後
継
者

育
成
確
保
対
策
、
水
田
病
害
虫
防

除
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
な
ど
を

は
じ
め
農
業
振
興
の
た
め
の
各
種

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
畜
産
振
興
対
策
と
し
て
家
畜
防

疫
事
業
、
林
業
振
興
対
策
と
し
て

松
く
い
虫
防
除
娯
商
工
業
振

　
北
小
学
校
校
舎
改
築
設
計
委
託

小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
の
施
設
整

備
な
ど
を
は
じ
め
、
教
材
・
教
具

の
整
備
な
ど
近
代
的
教
育
環
境
充

実
に
む
か
っ
て
堅
実
に
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
そ
の
他
と
し
て
、
運
動
公
園
整

備
事
業
、
文
化
財
保
護
事
業
、
地

域
振
興
、
広
報
・
広
聴
、
地
域
改

善
対
策
、
社
会
教
育
・
体
育
・
文

化
等
の
振
興
、
青
少
年
健
全
育
成

活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

牲　質　別

3，021，190，886円

普通建設事業費

人件費

補助費等

物件費

灘馨獺灘1饗欝鱒1欝…1

919，925，848円

●

649，838，159円

円
　
　
円
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
円

52

　
40
　
　
　
00

　
　
　
　
　
　
　
77
　
　
00

ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

83

36

金
0
2
費
乳
金
乞

3
　
　
3
　
　
　
　
　
　
9
3
　
　
餅

鵬
轡
蜘
蕊
蓄

　
　
　
積
　
公
　
繰

その他183，355，010円運動公園に出来た夜間照明施
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水
給
水
戸
数

給
水
人
口

普
及
率

一
日
最
大
配
水
量

一
日
平
均
配
水
量

収
益
的
収
入
及
び
支
出

O
収
　
入

　
水
道
事
業
収
益

　
　
二
七
七
、
九
一
八
、
八
八
七
円

○
支
　
出

　
水
道
事
業
費
用

　
　
一
六
六
、
四
六
一
、
三
〇
〇
円

道
　
　
事

三
、
一
一
四
戸

一
、
三
六
一
人

　
九
八
・
四
％

六
、
九
二
四
、
m

五
、
二
五
七
，
m

　
　
　
業

○
差
引
当
年
度
純
利
益

　
　
一
一
一
、
四
五
七
、
五
八
七
円

資
本
的
収
入
及
び
支
出

O
収
　
入

　
資
本
的
収
入

　
　
一
八
四
、
五
四
七
、
四
一
八
円

O
支
　
出

　
資
本
的
支
出

　
　
二
五
〇
、
九
九
六
、
七
＝
一
円

○
差
引
不
足
額

　
　
　
六
六
、
四
四
九
、
二
九
四
円

住
宅
資
金
貸
付
事
業

　
　
歳

繰
入
金

繰
越
金

諸
収
入

合
　
計

入

二
、
〇
五
八
、
O
O
O
円

二
二
、
七
九
五
円

一
五
、
六
八
五
、
九
九
八
円

一
七
、
七
六
六
、
七
九
三
円

　
　
歳
　
　
　
出

住
宅
資
金
貸
付
事
業
費

　
　
　
　
　
　
三
九
、
八
〇
九
円

公
債
費

　
　
　
一
六
、
七
七
二
、
五
一
三
円

合
　
計

　
　
　
一
六
、
八
一
二
、
三
二
二
円

繰
越
額

　
　
　
　
　
九
五
四
、
四
七
一
円

　
　
老
人
保
健

　
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
老
人
医

療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成

元
年
度
末
の
受
給
者
数
は
八
三
七

人
で
す
。

　
歳
入
合
計
は
四
億
一
二
〇
万
五

〇
九
五
円
、
歳
出
合
計
三
億
九
〇

三
九
万
七
〇
三
五
円
で
差
し
引
き

一
〇
八
O
万
八
〇
六
〇
円
を
残
し

決
算
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
図
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
実
際
に
お
年

寄
り
が
医
者
に
か
か
り
、
町
が
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
は
三

億
卸
万
九
四
七
　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
一
六
・
三

％
の
伸
び
と
な
り
、
歳
出
全
体
の

九
九
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
給
者
一
人
当
り
四
六
万
二
二
二

一
円
に
な
り
ま
す
。

支払基金　　「
　交付金
　276，976千円
」　　69，0％

歳
入

　
円
％

金
千
3

出
引
飽

支
3

県
01

国

繰入金
　21，940千円
　　　5．5％

その他
　907千円0．2％

老
人
保
健

歳
出

医療諸費
387，885千円
　　99．4％

諸支出金
　1，822千円0．5％

総務費
　689千円0．2％

※千円以下は省略

　
　
国
保
健
康
保
険

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
る
医

療
費
の
増
加
、
医
療
保
険
制
度
を

取
り
ま
く
環
境
の
厳
し
さ
な
ど
か

ら
、
歳
出
総
額
の
六
四
・
七
％
を

占
め
る
保
険
給
付
費
が
、
前
年
に

対
し
五
・
五
％
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
総
額
四
億
七
九
四
二
万
八

三
八
九
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
三

億
九
一
四
六
万
七
七
八
円
で
差
し

引
き
八
七
九
六
万
七
六
二
円
を

残
し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
図
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
保
険
税
は

一
世
帯
当
り
ご
二
万
七
〇
八
二
円
、

一
人
当
た
り
五
万
五
二
〇
四
円
納

め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老人保健拠出金
　103。566千円
　　　　26．4％

＼　　　保健施設費
　　　　2，309千円0．6％

　保険給付費
　　　253，126千円

　　　　　64．796

総務費
　29，018千円7．4％

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

支
払
額
は
、
六
万
七
四
九
五
円
の

支
払
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

その他
　3，439千円09％

その他
　12，332千円2．6％

繰越金
　76，066千円15，9％

国
　
保

歳入歳出

国民健康保険税
186，536千円38．9％

繰入金
　11，532千円2．4％

国庫支出金
166，763千円34．8％

療養給付費交付金
26，197千円5．4％

※千円以下は省略
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町議会第3回定例会
一般会計補正予算

　　　など
11議案を可決・認定

　
平
成
一
一
年
第
一
一
一
回
江
南
町
議
会

定
例
会
が
、
九
月
十
一
日
か
ら
二

十
『
日
ま
で
の
会
期
十
一
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
平
成

元
年
度
一
般
会
計
決
算
、
各
特
別

会
計
決
算
、
専
決
処
分
な
ど
を
含

め
十
一
議
案
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
、

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。規

約
の
変
更

・
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る

　
規
約
　
　
（
原
案
可
決
）

　
行
田
吹
上
ご
み
焼
却
場
組
合
が

行
田
、
吹
上
清
掃
事
業
組
合
に
名

称
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

算

・
平
成
元
年
度
江
南
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
元
年
度
江
南
町
老
人
保
健

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
元
年
度
江
南
町
住
宅
資
金

貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
元
年
度
江
南
町
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

補
正
．
予
算

決
・
平
成
元
年
度
江
南
町
一
般
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
原
噸
、

・
平
成
二
年
度
江
南
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
五
億
七
千
三
百

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三

十
七
億
四
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。　

〔
歳
　
　
　
　
　
入
　
〕

O
町
税
…
…
八
○
、
O
O
O
千
円

O
地
方
交
付
税
：
：

　
　
　
　
二
一
二
、
八
三
八
千
円

O
県
支
出
金
で
農
林
水
産
業
費
補

　
助
金
…
…
五
六
、
八
九
五
千
円

O
繰
越
金
…
：

　
　
　
　
二
一
四
、
五
八
七
千
円

○
埋
蔵
文
化
財
発
堀
調
査
委
託
料

　
　
　
　
…
…
三
、
七
〇
〇
千
円

o
そ
の
他
の
歳
入

　
　
　
　
　
　
四
、
九
八
O
千
円

合
　
計
…
五
七
三
、
O
O
O
千
円

　
〔
歳
　
　
　
　
　
出
　
〕

O
地
域
特
産
物
産
業
化
促
進
事
業

　
　
　
　
…
…
二
、
五
五
〇
千
円

○
水
田
農
業
確
立
に
関
す
る
分
析

　
啓
も
う
用
電
算
機
購
入
な
ど

　
　
　
　
…
：
一
、
七
八
四
千
円

O
農
業
排
水
路
整
備
事
業

　
　
　
　
…
三
二
、
○
○
○
千
円

○
農
業
集
落
排
水
管
路
埋
設
工
事

　
　
　
　
…
八
六
、
四
六
九
千
円

o
文
化
財
保
護
事
業

　
　
　
　
…
…
六
、
九
〇
〇
千
円

○
町
民
体
育
館
屋
根
防
水
補
修
工

　
事
…
…
一
、
二
〇
〇
千
円

O
公
共
施
設
整
備
基
金

　
　
　
　
二
五
九
、
三
九
八
千
円

O
土
地
開
発
基
金

　
　
　
　
二
〇
〇
、
O
O
O
千
円

○
塩
地
区
農
業
集
落
排
水
管
路
埋

　
設
工
事
△
二
三
、
○
O
O
千
円

O
そ
の
他
の
歳
出

　
　
　
　
　
…
五
、
六
九
九
千
円

合
　
計
…
五
七
三
、
O
O
O
千
円

．
雌
年
度
江
南
町
水
道
事
業

　
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
収
入

の
総
額
に
二
、
三
一
五
千
円
を
追

加
し
、
収
入
合
計
四
一
一
、
三
六

五
千
円
と
し
、
支
出
の
総
額
に
九
、

九
九
一
千
円
を
追
加
し
、
支
出
合

計
五
二
二
、
三
九
八
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
内
二
地
区
の
工
事

負
担
金
と
し
て
の
収
入
と
、
町
内

四
地
区
の
工
事
請
負
費
の
支
出
か

ら
の
補
正
で
す
。

委
員
の
任
命
・
選
任

　
教
育
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、

あ
ら
た
に
委
員
の
任
命
・
選
任
の

同
意
を
議
会
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
〔
敬
　
称
　
略
〕

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
森
田
　
幸
雄
…
…
新
任

住
所
　
大
字
須
賀
広
二
四
〇
番
地

生
年
月
日
　
昭
和
四
年
五
月
四
日

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任

　
舟
橋
　
孝
司
…
…
新
任

住
所
　
大
字
御
正
新
田
二
二
八
番

　
　
　
地
二

生
年
月
日
　
大
正
九
年
五
月
十
三

　
　
　
　
　
日
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体
力
づ
く
り
強
調
月
間

ノ
日
の
運
動
璋
は
二
十
分
以
上
が
目
蜜

　
医
療
の
進
歩
や
食
生
活
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
平
均
寿
命
は

伸
び
、
青
少
年
の
体
格
も
よ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
半
面
、
交

通
機
関
の
発
達
な
ど
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
体
を
動
か
す
機

会
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ふ
だ
ん
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
な
ど
、
意
識
的
に
努
力
を
し
な
け
れ
ば
運
動
不
足
に
な

り
、
ひ
い
て
は
成
人
病
な
ど
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
十
月
は
、
「
体
力
つ
く
り
強
調
目
間
」
で
す
。
運
動
不
足
を
解

消
し
、
ま
た
心
の
健
康
を
増
進
す
る
た
め
に
も
、
体
を
動
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
運
動
不
足
は
、
食
欲
な
ど
と
違
っ

て
、
不
足
し
て
き
た
か
ら
運
動
を
し

た
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
自
分
自
身
が
運
動
不

足
で
あ
る
と
は
、
な
か
な
か
気
が
付

か
な
い
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
み
な
さ
ん
が
運
動
不

足
で
あ
る
か
ど
う
か
、
い
く
つ
か
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し

よ
う
。

●
階
段
の
上
り
下
り
で
息
が
き
れ
る

●
ち
ょ
っ
と
激
し
い
仕
事
や
運
動
を

　
し
た
だ
け
で
疲
れ
を
覚
え
る

●
立
ち
続
け
る
こ
と
が
苦
痛
で
、
す

　
ぐ
座
り
た
く
な
る

●
歩
く
の
が
お
っ
く
う
で
、
す
ぐ
自

　
動
車
や
電
車
な
ど
の
交
通
機
関
を

　
使
い
た
く
な
る

●
立
ち
く
ら
み
を
起
こ
し
や
す
い

　
こ
ん
な
自
覚
症
状
が
あ
れ
ば
、
そ

軋
は
運
動
不
足
に
よ
る
体
力
減
退
の

危
険
信
号
で
す
。

　
ふ
だ
ん
の
生
活
で
、
運
動
量
が
十

分
で
は
な
い
の
で
す
。
で
は
、
ど
の

く
ら
い
の
運
動
量
が
必
要
な
の
で
し

よ
う
か
。

、

録賦
〆
‘

転
　
－

年
齢
と
体
力
に
応
じ
て

長
く
続
け
よ
う

　
一
般
に
、
そ
の
人
の
年
齢
、
仕
事
、

食
生
活
な
ど
に
よ
り
、
必
要
な
運
動

量
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
目
安
と

し
て
、
一
日
合
計
二
十
分
以
上
、
毎

日
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
三
十
歳
代
の
健
康
な
人

を
対
象
に
し
た
一
日
の
種
目
別
運
動

時
間
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
●
毎
分
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
速

歩
で
二
十
五
分
、
●
軽
い
エ
ア
ロ
ビ

ッ
ク
ダ
ン
ス
で
二
十
五
分
、
●
時
速

十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
自
転

車
を
こ
い
で
二
十
五
分
、
●
ゆ
っ
く

り
し
た
速
さ
で
水
泳
し
た
場
合
で
二

十
五
分
、
●
毎
分
百
二
十
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
二
十
分
ぐ

ら
い
の
運
動
が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　

こ
れ
を
参
考
に
、
自
分
の
年
齢
と

体
力
に
応
じ
て
、
継
統
的
に
行
う
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
ラ
ッ
シ
ュ
電
車
は

　
運
動
に
な
ら
な
い

　
ラ
ッ
シ
ュ
電
車
に
毎
日
乗
っ
て
い

る
か
の
れ
だ
け
で
＋
分
運
動
に

な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
る
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
大
変
体
力
を
使

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
つ
り
革
を
持
つ
手
な
ど
一
部

の
筋
肉
は
使
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
に
も
ま
れ
て
嫌
だ

と
思
う
心
理
的
な
疲
労
感
が
体
力
を

使
っ
て
い
る
と
錯
覚
し
て
い
る
だ
け

な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ラ
ッ
シ
ュ
の
疲
れ
は
、

肉
体
的
疲
労
と
い
う
よ
り
、
精
神
的

疲
労
に
属
し
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
「
楽
し
め
る
も
の
」
を

　
選
ぶ
こ
と
が
重
要

　
運
動
不
足
を
解
消
し
、
ま
た
精
神

的
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、

歩
い
た
り
、
走
っ
た
り
、
体
を
動
か

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ス
ポ
ー
ッ
を
す
る
に
し
て
も
、
「
健
康

の
た
め
」
だ
け
で
は
な
く
「
楽
し
め
る

も
の
」
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
●
自
分
の
好
み
に
合

っ
た
、
●
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
、

●
身
近
で
で
き
る
も
の
、
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

　
気
の
合
っ
た
友
達
同
士
で
始
め
る

の
も
い
い
で
す
し
、
各
地
で
行
わ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
に
参
加
し
て

み
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
無
理

響
罐
7

　
　
　
　
　
集
勿

　
　
づ
ぜ
　
ソ
ヤ
し
、
競

　
　
，
，
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
シ

　
　
　
　
．
だ
写
黛

　
　
　
　
　
　
　
　
，
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
〃

せ
ず
長
続
き
で
き
る
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
ス
ポ
ー
ッ

活
動
が
不
得
手
で
あ
る
と
か
、
参
加

す
る
時
間
が
な
い
と
い
う
人
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
、

ふ
だ
ん
の
生
活
に
お
い
て
、
で
き
る

だ
け
車
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
；
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
使
わ
ず
に
、
積
極

的
に
歩
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ッ
を
特
に
し
な
く
て
も
、
歩

く
量
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
か

な
り
の
運
動
に
な
る
か
ら
で
す
。

身
近
で
手
軽
に
で
ぎ
る

運
動
を
始
め
よ
う

　
健
康
の
た
め
に
運
動
を
す
る
こ
と

は
、
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

自
分
の
体
力
に
合
わ
な
い
無
理
な
運

動
を
し
て
も
、
長
続
き
は
し
な
い
も

の
で
す
。
肝
心
な
こ
と
は
、
た
と
え

一
回
の
運
動
量
は
少
な
く
て
も
、
継

続
的
に
長
く
や
る
こ
と
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
と

慕
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
み
な
さ
ん

も
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
手
軽
に
で

き
る
運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

▼
体
力
つ
く
り
強
調
月
間
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上新田諏訪神社夏まつり　高橋熊次郎氏撮影

ミ都市の子供たちへ

　　農業生活体験を。

　8月22日から2泊3日の日程
で浦和市と大宮市の小学生30人

が町を訪れました。これは、都

市の子供たちが農村に泊まり込

み地元の子供たちと交流しなが

ら、農作物を収穫する喜びや農

山村の生活を体験するものです。

　南小学校での入村式に始まり、

ブルーベリーやトウモロコシの

収穫体験やブルーベリージャム

づくりを見学し、交流を深め、

別れを惜しみながら秋の再会を

楽しみに町をあとにしました。

北小学校で校舎新築

　8月30日、北小学校で校舎改

築による工事の安全を願い祈願

祭が行われました。

　あたらしく建てられる特別教

室棟は2階建て、延べ面積1，870

耐で音楽室、理科室、図工室な

どがあり来年3月31日完成予定

です。写真は、柴田町長による

鍬入の儀。



●

敬老会で

　　楽しい1日

　9月14日・15日の2日間、江

南荘で敬老会が開催されました。

　長年にわたり社会に尽してこ

られたみなさんを敬い長寿を祝

うためのもので、685人のみな

さんが元気に出席し、歌や踊り

にと楽しい1日をすごしました。

婦人学級
　8月24日と9月3日の2日間、
勤労福祉センターを会場にフラ

ワー教室が開催されました。

　学級生は、色とりどりの布地

を使い鉄仙（クレマチス）を作

りあげ、おもわず自分の作品に

満足そうでした。

住民検診
　8月20日から9月2日までの
10日間（18会場）で住民検診が

行われ749人の皆さんが受診し

ました。

　医学が進歩したとはいえ、病

気、特に成人病予防には日頃か

らの健康管理が大切です。これ

を機会に健康について、あらた

めて考えてみてください。
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婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
県
民

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
七
月

二
十
九
日
、
町
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
八
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
熱
戦
の
末

御
正
坂
上
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。
大
会
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

〈
予
戦
リ
ー
グ
V

ヒ　
　
　
　
2
1
ー

ゴ樋春2－0成沢　千代

　も／
％ノ

～
＼

＼　0

O
I
n
乙

板井　2－0
（Aコート）

中央クラブ　2－o

2
1
1

　～／
％ノ

～
＼

＼0

上押切　　御正坂上　2－0
（Bコート）

〈
決
勝
〉

G
乙
ー
－

小江川

テ
ニ
ス
教
室

　
八
月
十
二
日
、
十
九
日
、
二
十

六
日
の
三
日
間
、
妻
沼
西
中
学
校

増
田
哲
也
先
生
を
講
師
に
迎
え

　
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
の
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
集
ま
っ
た
受
講
生
は
基
本
か

ら
熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
三
日
目
の
二
十
六
日
に
は
、

練
習
試
合
が
で
き
る
ま
で
に
上
達

し
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容
で
し

た
。
　
「
来
年
も
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し

い
…
…
…
。
」
そ
ん
な
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
窒

　
八
月
二
十
六
日
、
今
回
で
五
度

目
に
な
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
が
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
小
・
中
学

生
二
十
七
名
、
午
後
は
マ
マ
さ
ん

三
十
二
名
が
参
加
し
て
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
今
回
は
講
師
と
し
て

佐
々
木
節
子
先
生
、
高
荷
恵
子
先

生
、
遠
藤
節
子
先
生
の
三
人
に
ご

指
導
い
た
だ
き
、
楽
し
く
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
羅
灘

今
月
の
ス
ポ
ー
ツ

七
　
日
　
町
民
体
育
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
運
動
公
園
）

一
四
日
　
江
南
町
柔
道
大
会

　
　
　
　
　
（
江
南
中
柔
道
場
）

　
　
　
　
江
南
町
少
年
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
）

　
　
　
　
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

　
　
　
　
会
　
　
　
（
運
動
公
園
）

二
一
日
　
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

　
　
　
　
会
・
準
決
勝
、
決
勝

　
　
　
　
　
　
　
（
運
動
公
園
）
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●

区
画
整
理
だ
よ
り

推
進
会
発
足
を
め
ざ
し
て

　
区
画
整
理
事
業
の
実
現
の
た
め

に
は
、
事
業
計
画
の
内
容
に
つ
い

て
地
権
者
の
み
な
さ
ま
で
円
滑
に

合
意
形
成
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
施
行
予
定
地
区
内

の
関
係
者
を
対
象
と
し
た
組
織
づ

く
り
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
関
係
地
区
か
ら
班

単
位
で
推
進
の
た
め
の
役
員
の
選

出
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
組
織
を
通
じ
て
街
づ
く
り
に

つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
効
果
的

に
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
推
進
会
で
は
勉
強
会
や

先
進
地
視
察
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
、
事
業
の
実
現
に
向
け
て
ま
い

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
事
業

の
施
行
区
域
の
街
区
と
現
況
を
把

握
す
る
た
め
の
測
量
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
地
権
者
の
み
な
さ
ま
に

は
改
め
て
手
紙
で
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。ー

推
進
会
の
目
的
ー

推
進
会
の
目
的
と
し
て
は
、
町

の
将
来
像
で
あ
る
、
　
「
い
き
い
き

と
し
た
暮
ら
し
と
夢
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
よ
り
よ
い

環
境
づ
く
り
を
図
る
べ
く
江
南
中

央
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

児童手当
制度について

　
児
童
手
当
は
、
国
・
都
道
府
県

・
市
町
村
と
事
業
主
が
費
用
を
持

ち
あ
い
、
児
童
を
養
育
す
る
人
に

児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定

と
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の

健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含

む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以

上
養
育
し
て
い
る
人
で
、
収
入
が

一
定
の
額
未
満
の
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

手
当
の
額

　
二
番
目
の
児
童
に
月
額
二
五
〇

〇
円
、
三
番
目
以
降
の
児
童
に
は

一
人
に
つ
き
月
額
五
〇
〇
〇
円
が

義
務
教
育
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係

電
話
三
六
ー
一
五
二
一
内
線
二
二

四
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
〆

（へ
σ　9

内〃
）

気
φ

国民年金だより

　学生も国民年金に

　　　　強制加入になります

　平成3年4月から昼間部の大

学生など、20歳以上の学生の皆

さんは国民年金に強制加入する

ことになりました。

　現在は任意加入となっており

加入しない人は、障害者になっ

た時に障害年金が受けられなか

ったり、老後に満額の年金が受

けられないケースも生じるため

今回制度の改善が図られたもの

です。

　思いがけない事故や病気に備

えて、今から任意加入を。

　「保険料」納め忘れは

　　　　　　　ありませんか

　国民年金制度は働く世代全体

で保険料を公平に負担し、お年

寄りの生活を順送りに支えてい

くしくみをとっています。

　保険料をきちんと納めていた

だくことは、ご自分の老後の備

えばかりでなく、お互いに助け

合うための大切な義務なのです。

　忙しくて、納付に出かけるの

が困難な人は便利で確実な口座

振替をぜひご利用ください。

　グ・届きましたカ＼
、敏6・6

　　切　調査票。

現在、皆様のお宅に国勢調査の調
査票をお届けしています。調査票
へのご記入は漏れなく正確に。
ご質間は、お気軽に調査員へ。

　　平成2年10月1日（月）

総務庁統計局　　　江南町
数字から　描く日本のゆめ・みらい
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祉
　
見
地
名
は
語
る
　
　
話

地
名
の
由
来
や
故
地
は
、
は
っ
　
　
江
戸
時
代
初
期
、
慶
長
三
年
（
一

き
り
し
て
い
な
い
場
合
が
ほ
と
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ど
で
す
。
そ
れ
は
、
世
代
を
経
る

に
つ
れ
て
記
憶
が
う
す
れ
、
時
代

の
流
れ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
く
た
め

で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
大
き
な
事

件
、
目
立
つ
地
形
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
そ
の
地
名
が
記
録
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
な
る
さ
わ
」
を
「
鳴
る
沢
」

と
す
る
と
水
量
の
豊
か
な
沢
や
谷

を
連
想
で
き
ま
す
。
地
図
を
見
る

と
成
沢
に
は
江
南
台
地
を
流
れ
出

す
谷
が
い
く
つ
か
あ
り
、
静
簡
院

の
北
側
や
行
人
塚
の
北
側
は
代
表

的
な
谷
で
す
。
特
に
後
者
は
板
井

付
近
か
ら
柴
沼
を
経
て
運
動
公
園

へ
続
く
も
っ
と
も
大
き
な
谷
と
な

っ
て
い
て
、
途
中
に
ド
カ
ド
カ
橋

（
運
動
公
園
前
）
と
い
う
名
の
橋

も
あ
っ
て
、
水
音
が
大
き
く
響
い

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
成
沢
の
名
の
お
こ
り
は
、
自
然

の
地
形
と
水
の
流
れ
に
よ
る
と
考

え
て
良
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

五
九
八
年
）
伊
奈
忠
次
よ
り
旧
武

田
家
の
武
士
団
で
あ
る
甲
斐
武
川

衆
に
知
行
地
と
し
て
与
え
た
土
地

に
「
な
る
さ
わ
」
の
地
名
が
見
え
、

こ
れ
が
成
沢
の
名
が
初
め
て
見
ら

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ

の
時
に
多
く
の
武
田
家
の
家
臣
が

町
内
に
移
住
し
た
よ
う
で
す
。

　
行
田
市
の
忍
城
は
、

天
正
十
年
（
一
五
八
二

年
）
豊
臣
秀
吉
の
関
東

攻
略
に
際
し
、
北
条
氏

に
味
方
し
た
成
田
氏
長

の
い
た
城
で
す
。

成
田
氏
の
家
臣
名
簿
と

い
う
べ
き
記
録
に
「
成

田
家
分
限
帳
」
が
あ
り
、

千
三
百
人
か
ら
の
一
族

　
ふ
だ
い
さ
む
ら
い

・
普
代
侍
の
名
が
見
え
、

そ
の
中
の
一
人
に
“
成

　
と
う
ざ
ぷ
ろ
う

沢
藤
三
郎
”
と
い
う
人

物
が
い
ま
す
。

　
当
時
の
侍
は
居
住
地

の
名
を
名
乗
る
こ
と
が

一
般
的
だ
っ
な
◎

普
代
侍
は
領
地
を
与
え
ら
れ
て
い

た
の
で
、
年
貢
の
他
に
農
民
へ
の

労
役
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

彼
は
、
成
沢
の
ど
こ
か
に
居
住
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま

す
が
、
そ
の
後
の
消
息
が
全
く
不

明
の
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
成
田
氏

　
す
い
ぼ
う

の
衰
亡
と
運
命
を
共
に
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
成
沢
に
残
る
戦
国
時
代
の
館
は
、

静
簡
院
の
建
つ
場
所
に
、
堀
と
土

塁
の
こ
ん
跡
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ε
う
を
勘

　
　
　
俳
句
会
⑯

野
の
幸
を
秘
め
た
る
如
く
桔
梗
か

な
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
八
郎

野
桔
梗
と
野
仏
並
ぶ
山
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

女
郎
花
活
け
万
葉
に
ひ
た
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

穂
す
す
き
の
押
し
寄
せ
て
く
る
朝

の
風
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

雨
の
日
や
も
た
れ
合
い
咲
く
萩
の

花
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

雨
に
濡
れ
萩
の
重
た
き
風
情
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

嬰
の
眠
り
漸
や
く
深
し
百
日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

撫
子
や
恋
知
る
頃
と
娘
は
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
洋
子

葛
の
花
木
の
呑
地
を
這
う
製
材
所

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

タ
暮
れ
の
尾
花
の
径
に
風
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

霊
場
の
石
段
萩
に
埋
も
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

か
す
か
な
る
風
も
と
ら
へ
て
萩
こ

ぼ
る
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

　
　
●

む
ら
さ
き
の
似
合
い
し
母
や
桔
梗

咲
く
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

短
命
を
鳴
き
急
ぎ
居
り
法
師
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

古
株
の
刈
ら
れ
も
せ
ず
に
萩
乱
る

　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

散
策
の
歩
を
留
め
た
り
萩
の
露
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埼玉県農林公園催物（10月・11月）

農林学級花き園芸講座
開催日 時　　問 内　　　　　容 開催日 時　　間 内　　　　容

％日休） 午後1時30分 クレマチスの品種とつくり方 ％日（日） 午前10時 農業体験（さつまいもの収穫）

17日（調 午後1時30分 イワヒバの品種とつくり方 21日（日） 午前10時 農業体験（さつまいもの収穫）

19日（金） 午後1時30分 フラワーデザイン 木工教室（イスつくり）

薗費用2千円（アレンジメント） 24日（水） 午前10時 料理教室（ニジマス料理）

23日（火） 午後1時30分 松柏盆栽のつくり方 28日（日） 午前10時 農業体験（さつまいもの収穫）

25日（木） 午後1時30分 ユリの品種と植付け 午後1時30分 木工教室（かたぬき）

30日（火） 午後1時30分 世界の植物皿（オーストラリア） ％日團 午前10時 農村文化体験（かかしコンクー

　　　　　　　　　　　審査ル）　（搬入2日から5日

7日　表彰14日）
■申込み 川本町大字本田5768－1

3日出　　　鴫午前10時 自然観察（さわやかハイク）

O花き園芸講座 費83－2841
4日（日） 午後1時30分 木工教室（貯金箱〉

植物振興センター分室 7日（水） 午前10時 料理教室（きのこを使った料理）

■申込み　川本町大字本田5768－1

ぎ
道
の
故
障
・
修
理
黛

当
番
の
指
定
工
事
店
へ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢

●費用は無料です

斡

　　O花き園芸講座費83－2841
　　　植物振興センター分室

　　O農林学級　台83－2301
　　　農林公園管理事務所

つく冠C一一～一ぐゆ一　　／’㌔＼レ＿

磯畿　　1葦 10月の当番日 工事店名 住所・電話

1　・6　。11・16。21。26・31 （有）松本設備
小江川2224

36－5177
2・7・12・17・22・27 ㈲加藤ポンプ店

千代411－15

36－0310
3・8・13・18・23・28 ㈱光栄建設

須賀広59

36－1052
4・9・14・19・24・29 ㈱コバヤシ

板井1037

36－1206
5・10・15・20・25・30 （有）笠原設備工業所 上新田411

36－3662
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憲
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4
江
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ユ
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瀬
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モ
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水
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川
瀬
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エ
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駒
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英
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井
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郁
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関
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長長二二長二長男男女女女女女
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り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

§　人のうごき　ζ
O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

§　　　9月1日現在　　　　§
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

2人　口　　11，713人　　十35馨
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

蓼男　5，783人十13ε
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

・女　5，930人十22・◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎

り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

。世帯数　　3，224　　十1　・
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　o　◎　o　o　o　o　o　o　o　O　o　◎　◇　◆　o　o　o　o　o　o　o　◇



　…　ぽしゆう
　；
　iパソコン講座受講生募集
　：　　　　　　　　　　　　　　『
　ド　：■日　時
　ド　i　l1月10日（土）・11日（日）の2日間

　ロ　i　コース　9時30分から16時30
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1　分まで（2日間とも）

　i■場　所
　i　埼玉県熊谷福祉センター
　ロ　i■申込み
　i　10月21日（日）午前9時から電話

　ト　1　で受付け
　ロ　i■費用・定員
　ロ　　　10，300円　10名

　・■聞合せ
　1　臼

ドラロドラドロ　ロロ　コララロ　　　　ワロドココラ　ロ　　ロハロリ　　　　ココロロ　マ　ロリ　りり　り　　　ロド　　　ロロ　りリコロドドラ　ラ　ロロコリロコロリコドロロドドドドドロロ　ロロリト　トロロ　ロラロ　ロドドドロ　　ロリ　　　　ロドド　ドドロロロつ

i　　　　　　　　　　　　　i　官制はがき1枚に1案、1人i　往復ハガキに住所・氏名・年i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l：　何案でも可。

，■締切り
　10月31日消印有効

、■賞

i
ド

：

i■送り先・問合せ
一

1

　君03（586）6041㈹

i　もよおし

齢・参加者数を記入し11月51
日（月）まで、〒135東京都品川　i

区東八潮3番一1号船の科1
学館　業務課魯03－528－1111i

震灘簾鞭謬露嘉繁　　そうだん
　円、入選5万円、佳作記念品

：〒100東京都千代区霞ヶ関1－2－2

　環境庁大気保全局交通公害対

　策室　大気汚染防止推進月間

　キャッチフレーズ募集係

、　熊谷福祉センター雪21－54211

i　深谷青年の家　　　　　　　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず

i　青年スクール生募集　　i
膨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：■期　間　　　　　　　1ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

i　10月23日～平成3年3月8日　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i■場　所　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　埼玉県立深谷青年の家　　　　、
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1■対象・定員　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　青年　　20～40人　　　　　　i
に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i■内容・費用　　　　　　　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

10火曜日コース
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

i　ペン毛習字・華道・卓球・バi
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i　トミントンなど　　　　　　i
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i　O水曜日コース　　　　　　　i

18歳～35歳の県内在住在勤の

●璽理1・英会話・着付け・社

　i　父ダンスなど
　i　O金曜日コース
　ー

県民の日

　親と子の県民教室
亀あなたも県庁博士に

　　なりませんか1？ヤ

口日　時
　11月14日困　10：00～14：00

：■対　象
　小学校4～6年生と保護者
　　（子供会など団体も含む）

■内　容
　県の仕組みと仕事の紹介、映

　画上映、県議会議事堂、県警

　察本部など見学
、■費用・定員

：　無料・200人

，■申込・申込先

i　調理2・手編み・七宝焼などi
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　受講料　無料（教材費は実費）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i■申込み・間合せ　　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i　10月8日㈹午後7時よP）　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　10月14日帽）まで（先着順）　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　深谷青年の家　a71－7548　：
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

i大気汚染防止推進月間　i
口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iキャッチフレーズ募集　，
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1　環境庁ほかでは、空をきれい1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

iにする運動のキャッチフレーズ1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　（詩・詞や素敵な言葉など可）
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iを募集します。　　　　　　　i
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：■応募方法
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

10月20日出　往復ハガキに住

所・氏名（児童と保護者）・

学年・電話番号を明記

〒336浦和市高砂3－15－1

雪048－824－2111　内線2040

船の科学館無料公開

11月14日の県民の日に県内の

i小・中・高校生に無料公開

：■日　時
　11月14日㈱　IO：00～16：30

　埼玉県民の日

1■対　象
　県内の小・中・高校生
1■申込方法・申込先

i　行　政　相　談
：■日　時
i　10月23日ω℃

1　午前9時30分～正午まで

i■場　所
　勤労福祉センター第2研修室1

■内　容
　行政への不満など。

1■間合せ1
1　総務課　内線227

i　心配こ1と相談
1
：■日　時
i　10月9日ψり・10月23日り℃

i　午前9時30分～正午まで
ロ

1■場　所
：　勤労福祉センター第2研修室l

i■内　容
i　日常生活での悩みごとなど

：■問合せ
：　社会福祉協議会　内線252

1　その他
ロ

i公共事業用地の取得にi
　かかる代替地の登録制度i
l　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　鵬ロ　埼玉県が行う道路・河川などi

　　　　　　　　　　　ロの公共事業のために、代替地と　1

　　　　　　　　　　　ロ，して自分の土地を提供してもよ　i

　　　　　　　　　　　ロ：いと思う人が、埼玉県の各土木i

　　　　　　　　　　　し匹事務所に、公共事業用地の代替i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

，の侯補地として登録し、公共事l
i業用地提供者の代替地として、　i
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i役立たせていただく制度です。　i

　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　I1　なお、代替地のあっせんが、　：
げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i成立した場合は、一定の条件にi
iより、譲渡所得の特別控除が受1
ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iけられます。　　　　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　登録を希望される人は、熊谷1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i土木事務所用地課までお問い合i
ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1せください。　台21－0031　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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